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「自尊感情」と「他者意識」
じ そ ん か ん じ よ う た し や い し き

「友だちがたくさんできたから、学校が楽しい」
とも がつ こう たの

これは、現在行われている、担任と児童一人一人との面談（教育相談）で、１年生のある児童が担
げん ざい おこな たん にん じ どう ひと り ひと り めん だん きよういく そう だん ねん せい じ どう たん

任の小畑先生に話してくれた言葉です。その後、小畑先生は、できた友だちの名前を尋ねたそうで
にん お ばた せん せい はな こと ば ご お ばた せん せい とも な まえ たず

す。すると、その児童は、できた友だちの一人として「校長先生」と答えたのだそうです。
じ どう とも ひと り こうちようせん せい こた

吹き出してしまいそうな答えですが、私にとっては、何とも嬉しい言葉です。もちろん、私を友だちと
ふ だ こた わたし なん うれ こと ば わたし とも

思っていることについて、「どうなのだろう」と考える方もいらっしゃるでしょう。しかし私は、もちろんこ
おも かんが かた わたし

れでいいと考えています。
かんが

実は私、子どもたちを育てていく上で重要なことに、「自尊感情」と「他者意識」があると考
じつ わたし こ そだ うえ じゆうよう じ そん かんじよう た しや い しき かんが

えています。この両面をしっかりと育てていくことができれば、人として社会を生きていく基盤
りようめん そだ ひと しや かい い き ばん

になると考えているのです。
かんが

上に書いた１年生のエピソードは、二つのうちの「他者意識」に関わることだと思います。
うえ か ねん せい ふた た しや い しき かか おも

小学校生活が始まって三ヶ月が過ぎた１年生は、友だちや周りの人たちとの関わりの中できっ
しようがつ こう せい かつ はじ さん か げ つ す ねん せい とも まわ ひと かか なか

と様々な経験をしたのだと思います。その中には、けんかやトラブルもあったことでしょう。
さま ざま けい けん おも なか

しかし、それら全てを経験しながら、結果として「友だちがたくさんできたから楽しい」と言
すべ けい けん けつ か とも たの い

える。このことが「他者意識」の成長なのだと思います。そして、それは同級生の子供たちだ
た しや い しき せいちよう おも どうきゆうせい こ ども

けではなく、私も含めた周りの様々な人たちとの関わりから育っていくのだと思うのです。
わたし ふく まわ さま ざま ひと かか そだ おも

本校は、現在人権旬間に入っています。そこで、今日の全校集会では「自分の人権と同じよ
ほん こう げん ざい じん けんじゆんかん はい き よ う ぜん こうしゆうかい じ ぶん じん けん おな

うに周りの友だちの人権も大切」という視点で、下の左に書いた四つのことを子どもたちと約束
まわ とも じん けん たい せつ し てん した ひだり か よつ こ やく そく

しました。
子どもたちと約束したこと 高木小の四つのあ
こ やく そく たか き しよう よつ

・気持ちの良いあいさつをしよう ← ・あいさつ
き も よ

・廊下を走らない ← ・あんぜん
ろう か はし

・感謝の気持ちをもとう ← ・ありがとう
かん しや き も

・トイレのスリッパを並べよう ← ・あとしまつ
なら

この四つの約束は、右の枠内、今年度の「学校経営の方向」に新しく位置付けた「四つのあ」から
よつ やく そく みぎ わく ない こん ねん ど がつ こう けい えい ほう こう あたら い ち づ よつ

導いてきたものです。そして、そのどれもが「相手（他者）」があったり、「相手を意識」する必要があっ
みちび あい て た しや あい て い しき ひつ よう

たりするものばかりです。子どもたちが、校内での基本的な生活習慣を守っていこうとする意識を高
こ こう ない き ほん てき せい かつ しゆう かん まも い しき たか

めるとともに、私が育てたいと考え、人権感覚の基盤ともなる「他者意識」を身につけてもらいたいと
わたし そだ かんが じん けん かん かく き ばん た しや い しき み

願い、子どもたちと約束したのです。
ねが こ やく そく

また、もう一つの「自尊感情」を育てる面で、私の大きな仕事の一つは「子どもたちをほめ
ひと じ そん かんじよう そだ めん わたし おお し ごと ひと こ

ること」だと考えています。直接の声かけや全体に向けての話で、職員を通して、あるいは
かんが ちよく せつ こえ ぜん たい む はなし しよく いん とお

この学校便りやホームページで、と様々な形で子どもたちの良いところを見つけ、大げさなく
がつ こう だよ さま ざま かたち こ よ み おお

らいに褒めていくことが私の大きな仕事だと捉えているのです。このことが、子どもたちの
ほ わたし おお し ごと とら こ

「自尊感情」を育むことにつながると考えているからです。
じ そん かんじよう はぐく かんが

加えて、ご家庭では、親にしか与えることができない深い愛情を、子供たちにたくさん注い
くわ か てい おや あた ふか あいじよう こ ども そそ

でいただくことが重要であることは、言うまでもありません。
じゆうよう い

実は、上に書いた約束を子どもたちとした時に、私はここに書いたような内容を職員にもし
じつ うえ か やく そく こ とき わたし か ない よう しよくいん

っかりと伝えました。職員全員が思いや願いを共有し、目指す方向を揃えて、子どもたちに接
つた しよくいん ぜん いん おも ねが きようゆう め ざ ほう こう そろ こ せつ

することがとても大切だと思っているからです。
たい せつ おも

もし、この学校便りを読んで、共感していただけるようでしたら、ご家庭や地域でもこのよ
がつ こう だよ よ きようかん か てい ち いき

うな思いや願いを共有し、ともに子供たちを育てていくことができればと、勝手ながら考えて
おも ねが きようゆう こ ども そだ かつ て かんが

いるところです。


